
 

 

 

2026年 3月 30日 

 

高度な技能を未来へつなぐ 

時計修理専門学校生を対象に 

次世代の時計修理士育成インターンシップを実施 

 

セイコータイムラボ株式会社 

 

 

セイコータイムラボ株式会社（代表取締役社長  萩原康則、本社 : 東京都江東区）は、2026

年 2月 17日（火）、26日（木）の 2日間、インターンシップを実施いたしました。 

当インターンシップは、東京都内にある時計修理専門学校の学生を対象に、メーカーならではのメ

ンテナンス技術・最新設備・キャリア形成に興味関心を持っていただくことを目的に、修理工房の

見学から講義と実習、先輩社員の座談会などを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

左：座談会の様子、右：講義・実習の様子 

 

【高まる時計修理の需要、技術者の人材確保や育成が課題】 

機械式時計やビンテージ時計の人気の再燃や、サステナブル消費志向の高まりから時計のメンテ

ナンス・修理の需要が高まっており、技術者の人材確保や育成が課題となっています。 

そのような中で当社では、時計の修理・メンテナンスに興味関心を抱き、時計修理の専門技術を有

する人材の育成と技能継承を目的に、時計修理専門学校の学生を対象としたインターンシップを

2018年より毎年実施しており、今回は 8回目となりました。 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先：セイコータイムラボ（株） 管理部 鍋島（ナベシマ） 

Tel: 03-5624-2111（代表)/Mail：prdept@seiko-stl.co.jp 
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【インターンシップを実施することで安定的な人材確保を実現 

若手社員の数も全体の約 3分の 1を占める】 

こうしたインターンシップを通して時計修理の現場を実際に体験することで、安定的な若手人材の

確保につながっています。また当社では、入社後も社員に向けた技能研修体制の充実を図ってお

り、特に修理職については、入社後 3か月間の新人研修や厚生労働省等が主催する技能五輪大

会に向けた研修の実施、マイスター資格の取得を推進するなど専門技術を有する人材の育成と技

能継承に向けて、体系的な教育を行っております。 

修理職をはじめ、事務職や検査業務など多様な職種があり、幅広い人材が能力を発揮できる就業

環境の整備に取り組むことで、20代の若手社員が全体の約 3分の 1を占めており、次世代を担う

人材が活躍しています。  

 

【インターンシップ 実施概要】 

実施日：2026年 2月 17日（火）、26日（木） 

参加者：東京都内の時計修理専門学校生（合計 13名） 

開催場所 : 東京都江東区にあるセイコータイムラボ(株)本社 

当日のプログラム： 

1.会社概要の説明、修理工房見学 

2.講義と実習 

・機械式時計から最新のアナログクオーツまで時計の歴史 

 ・ムーブメント構造の分析と分解 

 ・高級品ラインアップの新製品紹介 

3.時計技能士である先輩社員との座談会 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義・実習の様子 
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【参加者の声】 

・A さん 

実際の作業スペースを見学することができ、自分の働く姿をイメージしやすかったです。 

育成に力を入れていることがよく分かり、今まで以上に興味がわきました。 

 

・B さん 

セイコーが世界ではじめて開発したものが複数あることは知っていましたが、今回のイベントでこん

なにも多くのものを開発していたことを知り、会社の歴史とそこで培った高い技術力を感じました。

また、2種類のムーブメントの実機を使った機構の紹介や、顕微鏡などを使いパーツ構成や動きを

見ながら解説を聞けたことがとてもわかりやすかったです。 

 

・C さん 

具体的なムーブメントの説明に加え、実際に分解・組立をさせていただいたことで、セイコーの技術

を自身の目で確認できました。  

また、時計の分解組立をする際には、やや緊張しましたが、その都度説明があったため安心して中

の構造を観察できました。インターンシップを受ける前より、より就職後の解像度が上がりました。  

 

【セイコータイムラボ（株）について】 

当社は、セイコーのグループ会社として、時計の不具合や経年劣化等の修理にとどまらず、確かな

技術や先進の設備を駆使した高度なメンテナンスを通じて、ご愛用の品を末長く使っていただくこ

とを目指しています。  

また、修理・メンテナンスの過程で得た気づきを製造元に共有することで、製造時には顕在化しな

かった課題を次世代の製品づくりに役立てています。 

 

【会社概要】 

社 名：セイコータイムラボ株式会社 

代 表 者：代表取締役社長  萩原康則  

所 在 地：東京都江東区新大橋 1-12-13 

設 立：1964 年 9 月  

事業内容： 

・セイコーブランド各種の腕時計の修理、メンテナンスサービス 

・セイコー純正部品、バンドの販売、調達管理 

・セイコーウオッチ(株)海外現地法人・代理店への技術指導による人材の育成、修理拠点の確立

セイコータイムラボ(株)の公式Webサイトアドレス：https://www.seiko-stl.co.jp 
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